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1は じ め に

リンゴ生産農家では, これまでよりも省力・低コ

ストな栽培技術を必要としている。1960年代に発見

されたカラムナータイプリンゴの・ウイジック'は ,

側枝の発生が少なく枝が垂直方向に伸長しコンパク

トな生育特性を示すことから,省力・機械化に適し

ていると考えられている。

カラムナータイプリンゴ樹の光合成特性を知るこ

とを目的に,筆者らは,お もにマルバカイ ドウに接
ぎ木した複数のカラムナータイプ系統について比較

し,生育初期の新しょう葉では一般品種よりも光合

成速度が高いこと等を明らかにした
1湾 2)。
そこで本

報では,新わい性台木であるJM系台木に接ぎ木した

場合の光合成特性について検討した。

2 試 験 方 法

供試樹に果樹研究所リンゴ研究部に植栽されてい

る `旭 '/JM7及び `ウ イジック'/1M2,IX5,J‖ 7,

マルバカイ ドウを用いた。これらの品種は2000年 時

点で2年生である。

(1)展葉後日数と光合成速度の比較

6月 5日 に展葉した新しょう葉の展葉75日 目までの

光合成速度を経時的に測定した。新しょう葉が完全

に展葉した時点を展葉 1日 日とした。

(2)J膊系台木の樹勢の違いと光合成速度との関係

4年生樹において J‖ 5台木樹では樹勢抑制の現象が

みられ始めた。そこで,樹齢4年 目の J顧系台木の生

育量及び新しょう葉の最大葉径長を調査するととも

に,新 しょう葉における光―光合成曲線及びC02-光

合成曲線を測定した。光合成速度の測定は,携帯用

光合成蒸散測定装置 ((株 )Li COR製 ,L16400P2型 )

を用い,晴天日の7:30～ 10:30の間に測定した。

3 試験結果及び考察

(1)展葉後日数と光合成速度の比較

図 1に ,M台木の新しょう葉の展葉後日数と光合成

速度との関係について示した。
・ウイジック'では,

`旭 'と 比べて,展葉初期の光合成速度が高かった。

これはこれまでに明らかにされた結果と同じであつ

た。」M2,JM5,JM7,マ ルバカイ ドウ台木間では展

葉期全般を通して全く差はなかつた。したがつて、

カラムナータイプリンゴ樹では,IM系台木を変えて

定植しても,個葉の光合成速度に影響はないと考え

られた。

(2)JM系 台木の4年生樹における樹体生育量と最大

葉径長

光合成測定樹の樹高,樹冠幅,幹断面積,新 しょ

う長は,・ 旭 'よ りも `ウ イジック'の方が少なか

った。台木間では,J‖5,JM7,J12,マ ルバカイ ド

ウの順で生育が少なく,特にJM5で 衰弱傾向が認め

られた (表 1)。 光合成測定時の測定葉では `ウ イジ

ック'の方が葉が大きく緑色も濃かった (データ略)。

葉径及び葉緑素計値 (SPAD値 )の経時変化は, `ウ

イジック'の方が葉が大きくSPAD値 も高く推移した

が (データ略),台木間では,JM5台木樹の葉で小さ

かった (表 1,図 2)。 これらのことから,台木にJM5

を用いた場合,樹齢4年 目くらいから樹勢が低下す

ると考えられた。

(3)4年 生樹における J‖台木樹の光合成特性の比較

光―光合成曲線は,`旭 '/JM7と 比べて `ウ イジ

ック'で は,展葉 8日 目では,各台木とも光合成有

効放射強度 500μ mo1/m2/s以 上で `ウイジック'の

方が高く,展葉 38日 目では,光合成有効放射強度

500 μ mo1/m2/s以 上でマルバカイ ドウで高くIM5で

低かつた。台木間の比較では,展葉8日 目及び 38日

日ともにマルバカイ ドウ>JM2=J‖ 7>]服 5の順で高

かった (図 3)。 C02~光合成曲線は,`旭 '/J諄 7と 比

べて `ウ イジック'で は,展葉 8日 目及び38日 日と

もにJM5を 除く各台木ともC02濃度250～ 500ppm以 上

で高くJM5で低かった (データ省略)。 以上のことか

ら,`旭 '/JM7と 比べて `ウ イジック'/1M2,7,マ

ルバカイ ドウでは,個葉の光合成速度は同等かそれ

以上に高く,JM5で は低いと考えられた。これらの

違いは樹勢と関連していると考えられた。

4 ま

カラムナータイプリンゴ樹では,IM系台木間には個

葉の光合成速度に差はないものの,樹勢が低下した

場合,個葉の光合成能は低下することが明らかにな

った。カラムナータイプリンゴ樹においてJM系 台木
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図 1 3年生樹における新 しょう葉の展葉後日数
と光合成速度との関係

を利用する場合,IM5台木のように適正以上に樹勢

が低下するようなわい性台木の利用はしない方がよ

いと考えられた。また,樹勢を長期間安定して維持
することが重要と考えられた。
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図2 新しょう葉の長径と短径の経時変化に及ぼ
すカラムナータイプと台木の影響

実線は長径,点線は短径を示す
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図 3 新しょう葉の光―光合成曲線に及ぼすカ
ムナータイプと台木の影響
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